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今回，御紹介する記事は，基礎研究と開発研究に関し企業

側からの立場，大学側からの立場で話された，座談会記事で

ある．本誌のほとんどの読者は少なからず研究に携わった経

験があろうと思われるので，この記事を読んで，確かにと共

感できる部分もあれば，いや今はこうではないかと反感する

部分もあるのではないか．

基礎研究と応用研究の境目は何か，それぞれの問題は何

か，という冒頭の議題に対し，最終的には，「基礎も大事，

応用も大切，それぞれを成功させるためには，携わる研究者

の勘が必要」と締め括られているのにも，座談会ならではの

研究を進める上で大切な，思想的一面に触れる記事となって

いる．後輩や部下，学生への指導経験がある本誌読者にとっ

ては，自身の経験と合致する部分が多々あると思われる．

先に触れたように，本記事の座談会開催の趣旨は，大学，

企業それぞれの立場から見た基礎研究と応用研究にどのよう

な壁があり，それらの垣根にある諸問題に対し，座談会を通

して整理されている．そのため，基礎研究とは何か，応用研

究とは何か，はたまた応用と開発の違いは，ということで議

論が進んでいく．冒頭での発言は，企業側からの発言が大部

分であり，発言内容から私が感じたことは，大学側は基礎に

重きを置いているため，あまり応用や開発に主眼が置かれて

おらず，企業側は基礎は大切であるが，基礎であったとして

も目的を持った研究で無ければ着手できないなど，立場上の

研究を捉える視点が異なっていると思われた．

昨今は大学であっても個人的興味だけで研究が進めること

は難しく，外部予算を申請し，明確な目的を持った研究が求

められている．外部予算を獲得するには，審査を受ける関係

上，「審査員にわかりやすい」ことが重要であり，必然的に

社会実装を見据えた研究課題や，トレンドに沿ったホットト

ピックを有する研究課題にする必要が出てくる．筆者も経験

があるが，独自性を重要視しても，それが研究成果として目

が出るのは数年先になるため，既にある研究を育てるか，ホ

ットトピックを有する研究を進めるかが，外部予算を獲得す

る際に悩む方は多いのではないか．また，本記事にも触れら

れているが，「大学で学生にテーマを与える時，そのテーマ

が目的，目標があるのか，それとも目が出るかわからないテ

ーマなのかによって，学生の取り組み姿勢が異なる」と書か

れており，大学に籍を持つ私としては，確かに共感する部分

が多い．

昭和57年(1982年)当時では，研究者一人一人が持ってい

る情報や経験を持ち寄って学術貢献していた時代であった

が，現在では情報の伝達速度が非常に早く，一人でもある程

度まとまった観点で研究を俯瞰できるように感じる．また，

外部資金も短い年数で成果を出すことが求められていること

から，結局トレンド志向の研究課題が乱立し，焼き直しに近

い研究成果が得られ，日本の研究力低下が危惧される．機関

ごとに得意分野が異なるのは事実であり，むしろそれぞれが

連携し合うことができれば，目標を効率よく達成できるので

はないかと感じる．しかし，連携や共同研究を進めるには，

お互いに信頼する必要があり，最初から連携を組むのは難し

いことも理解できる．今では，基礎研究でも目的のあるもの

を，という方が主流のように思われ，応用研究や開発では社

会実装レベルまで求められる．研究には何が大切なのだろう

か．

本記事を読んで，私も取り組む研究が，基礎研究で良いの

か，目的を持ち，応用や開発まで見据えるべきか等，再度見

直す良い機会になった．是非，本誌読者にも一つ手に取って

いただけたらと思う．
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